
地震・津波を想定した 
地域防災・減災力の向上について

大分大学減災・復興デザイン教育研究センター 

　センター長　小林 祐司

2018年 大分県有識者会議　報告
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２．リスクへの対応をどう考えるべきか 
３．地域防災力・減災力の向上へ 
４．復興デザインの考え方 
５．最後に

１．これまでの活動

★ 家庭・学校・地域をつなぐ防災教育と活動

□危機管理上，「あのとき，こうしていれば良かった」は最悪。

自分達の命は自分達で守る！

これをいかに教育で実現するか！

□信頼関係の構築

家庭での信頼関係 地域での信頼関係



防災教育のコンテンツをどうするか？

　１．講話，特別授業 

　２．学校点検 

　３．まち歩きなどのワークショップ 

　　（危険の認知と避難を誘発する仕掛け） 

★４．おうちの人と考える防災

リスクを点検し，共有する

１．これまでの活動

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学校に行っている日 休日

60%＝200日くらい 40%

□ 小学生は1年の何日くらい学校に行っているか？

１．これまでの活動

□ 時間になおすと？

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学校 自宅か外出 寝ている時間

37% 
3,285時間

43% 
3,715時間

20% 
1,760時間



★小学校・中学校での取り組み紹介

○大分市立日岡小学校 

5年生を対象に，4日間に渡っ

て通学路や校区内のリスク

を点検するワークショップ

を実施。校区全体の防災マッ

プを作成。当校は独自に津

波避難ビルを盛り込んだ防

災マップや避難方法などを

震災以降早期に取り組んだ

学校。

○臼杵市立臼杵小学校 

高台移転（福良ヶ丘小との統合高台移

転）を撤回した小学校として知られる。

学校でのワークショップの実施や，PTA

の活動の支援を実施中。防災部を発足

させ，防災ノート作成・配付予定。 

学校での防災教育とPTAや子供会が独

自の活動を展開。 

毎年「防災スタンプラリー」を実施し，

大分大学も当初から参画。

学校＋PTA（保護者）

↑親子で考える防災WS↓

★小学校・中学校での取り組み紹介



１．これまでの活動

✓防災教育･･･誰しもが重要だとは思っている 

✓防災・減災の「本質的」な意味を伝えること 
　→　家庭や地域でのリスクコミュニケーション  

✓災害リスクをいかに最小化するかの活動に結びつけ
ること 

✓ハザードマップの意味，想定とは何か？  
･･･間違った行動に繋がらないように！ 

「なぜやらなければならないのか？」 

･･･ひととしての本質の部分を追求すること
﹅ ﹅

２．リスクへの対応をどう考えるべきか

✓リスクがイメージできているか ＝ 当事者意識 
✓リスクをイメージするために求められることは 

　　･･･体験を通じて知ること（知識だけではダメ） 
  

✓ハザードと災害の違い → 減災へ

Recovery�Response�Preparedness�
Mitigation� 災害 

対応 

復興 

被害軽減 

事前準備 

事前対策 

事後対策 

復旧 
復興

◀災害サイクルモデル

図版出典：減災政策論入門（弘文社）から作成



２．リスクへの対応をどう考えるべきか

✓リスクの認知と共有 
「リスクを正しく（適切に）認識せずに，十分な（適

切な）防災対策を取ることは不可能」 
  

✓とりわけ，津波防災は･･･ 
　　　　　「あちらを立てれば，こちらが立たず」  

✓社会的な責任もある 
　　→　子ども達がリスクを負っている（まま）！ 

地震はどこでも起こりうること･･･を理解すること

引用・加筆：防災教育の展開（今村文彦編著）



３．地域防災力・減災力の向上へ

✓特効薬はない（あれば苦労はしない） 
✓意識を一定程度のレベルに持っていくこと 

･･･恐らく可能だが，「行動」とは別物ではないか？
（洪水の避難が1%以下！？）  

✓リスクをまず認知すること 
→身近なかつ地域のリスク，場面場面をイメージす
る。そして，どのような避難行動，生活再建，産業
再生の道があるか･･･

リスクを認知，共有しているか→対応行動に影響！

「想像力」から「創造力」へ

３．地域防災力・減災力の向上へ

✓それぞれの立場でできることを進める 
　･･･ 家庭，学校，地域...etc  

✓地域防災力のベースは「ひと」 

✓防災・減災は最終的には「ひと」の問題 
（家庭，地域，行政･･･すべて共通） 

✓必要条件の積み重ねでしかない 

「一人一人に責任がある」



学校では... 防災教育を継続すること 
家庭に波及させ，地域との連携を図る 
教員だけではカバーできない 
教員の持続的な防災への取り組み

家庭では... 子ども達との対話を継続的に 
非常時の対応（持ち出し品，情報等） 
耐震補強 
地域との連携

地域では... 子ども達に何がしてあげられるか！？ 
避難所運営をどうするか 
災害時要援護者の対応 
学校，家庭，行政との連携

３．地域防災力・減災力の向上へ

４．復興デザインの考え方

そもそも･･･復旧と復興は違う（はず）

復旧とは･･･「被災した人工構造物などのいわゆる

ハードを被災前の状態に戻すこと。あるいは，被災を
﹅ ﹅ ﹅ ﹅ ﹅ ﹅ ﹅ ﹅ ﹅

教訓として必要に応じて強化すること。」 
﹅ ﹅ ﹅ ﹅ ﹅ ﹅ ﹅ ﹅

復興とは･･･「まちの姿や賑わいを被災前の状態に回
﹅

復させ，さらには，将来の地域ビジョンを共有し，よ
﹅ ﹅

り一層活性化を図ること。」
﹅ ﹅ ﹅ ﹅ ﹅ ﹅ ﹅ ﹅ ﹅

大分大学減災・復興デザイン教育研究センター 
『「平成29年台風18号災害　津久見市復旧・復興推進計画」への提言』より



災害前

復興デザインとは

災害後

災害発生

復旧・復興

復興デザイン

平時のまちづくり　→　課題を抽出・共有 

被災を想定　　　　→　次のまちのビジョンを共有　　　　　　

▶効率的かつ迅速なまちの再興へ

近年の災害における復旧・復興段階の課題とは？
﹅ ﹅

✓ 生活再建＋産業再生 

✓ このまま住み続けるために，どうコミュニティ

を再構築するか？ 

✓ 被害が大きかった周辺のまちのつくり方は？  

＜次なる災害への対応＞ 

✓ 知らなかったリスクはないか ？ 

✓ 避難のあり方をどうするか？ 

✓ 生活景とリスクへの対応は相反するもの

４．復興デザインの考え方



少子化，過疎化，財政難などの状況下，被災した際の復

旧・復興の視点で欠かせないもの

✓全てを「復旧」できるのか？（必要性） 

✓「復興」はできるのか？ 

✓リスクのある地域に「住むということ」とは？

被災を想定した「復興デザイン」の探究

今後の災害における復旧・復興段階の課題（視点）
﹅ ﹅

４．復興デザインの考え方

✓複合災害への備え･･･地震，津波だけではない。日常的に

は「風水害」リスクの方が高い！ 

✓大分県では「火山災害」への取り組みも！ 

✓インフラ老朽化への取組（強靱化） ＝ ビジョン

４．復興デザインの考え方



✓防災が厳密に位置づけられてきたか？　  

①災害リスクのある場所に住み続けてきた結果，災害

多発時代に突入？ 

②立地適正化も災害リスクを考慮できているか？  

✓結果的に･･･「利便性」を追求すると「安全性」「保

健性」「快適性」が損なわれる･･･を地で行っている  
﹅

※公共の福祉5要素　→　「経済性」に負担 

※制度設計，施策のジレンマを解消すべきである 

４．復興デザインの考え方

都市計画的には生活景とリスクは相反するもの

「住むこと」＋「災害時対応」の構造的まとめ（ダイアグラム）

地
域
課
題

軽減

受容

回避

ハード整備

インフラ整備

避難行動

行政対応
（依存？）

移住

ハ
ー
ド
対
策

転嫁

ソ
フ
ト
対
策 情報待ち

道路・橋

経済支援

交通避難経路

避難

リスクを認知・許容・共有できているか？ 情報待ち・行政依存からの脱却は？

避難所

防災意識

情報

コミュニティ

自主防災組織 事前準備

被害軽減

家庭/学校/
地域/行政
の相互補完

国・行政サイド

行政の支援



✓市町村の都市計画に関する基本的な方針 
 

都計法第十八条の二　･･･当該市町村の建設に関する基本構想並びに都市

計画区域の整備、開発及び保全の方針に即し、当該市町村の都市計画に関

する基本的な方針（中略）を定める･･･。 

✓都市計画法施行令第8条（市街化区域の基準） 
 

二　おおむね十年以内に優先的かつ計画的に市街化を図るべき区域として

市街化区域に定める土地の区域は、原則として、次に掲げる土地の区域を

含まないものとすること。 

ロ　溢（いつ）水、湛（たん）水、津波、高潮等による災害の発生のおそ

れのある土地の区域

４．復興デザインの考え方

都市計画的には生活景とリスクは相反するもの
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✓ 立地適正化は「都市構造」だけがターゲットか？

４．復興デザインの考え方

これからの「都市」～立地適正化～

市街地の拡散・人口減少 公共交通沿線に居住を誘導

Ｚ

公共交通沿線へ
の居住の誘導

拠点エリアへの

医療、福祉等の

都市機能の誘導 拠点エリアにおける循環型の
公共交通ネットワークの形成

中心駅

歩行空間や自転車
利用環境の整備

コミュニティバス等による
フィーダー（支線）輸送

拠点エリア

マイカーが主要な移動手段

公共交通空白地域
立地適正化計画

地域公共交通再編実施計画
連携

乗換拠点の

整備

拡散した市街地

拠点間を結ぶ

交通サービスを充実

好循環を実現

デマンド型

乗合タクシー等
の導入

コンパクトシティ＋ネットワーク

現状：地域の大切な公共交通の維持・確保が厳しい状況

いずれのバス路線も

低頻度の運行回数

公共交通の

利用者の減少
公共交通事業

者の経営悪化

公共交通サービス

水準の低下負のスパイラル

これからの姿：利便性の高い公共交通で結ばれたコンパクトなまち

持続安定的な

公共交通事業の確立

都市の持続可能性

が確保

１．関連する計画や他部局の関係施策等の整理について

(1)地域公共交通施策との連携

13

国土交通省　立地適正化計画作成の手引き（その1）より



居住や都市機能の誘導

本文 Ｐ６

居住等を誘導
すべき区域等

○コンパクトシティの形成に取り組むにあたっては、河川管理者、下水道管理者等との連携により、災害リスクの低い

地域への居住や都市機能の誘導を推進することが重要。

○災害リスクが比較的高いものの、既に都市機能や住宅等が集積している地域については、災害リスクを軽減するために

河川、下水道等の整備を重点的に推進することが重要。

居住等を誘導すべき区域等において、河川や下水道等の整備、

雨水貯留施設、浸透施設等の整備を重点的に推進

※社会資本整備審議会 河川分科会 気候変動に適応した治水対策検討小委員会

「水災害分野の気候変動適応策のあり方について ～災害リスク情報と危機感を共有し、減災に取り組む社会へ～ 中間とりまとめ」を踏まえ作成

リスクの提示

床上浸水の頻度が高い地域など、災害リスクの高い地域を提示。

まちづくりに関する協議会等に河川管理者や下水道管理者等が

積極的に参画して関係者と災害リスク情報を共有。

災害リスクの低い地域へ居住や都市機能を誘導

※災害リスクの高い地域は居住等を誘導すべき区域等から除外

１．関連する計画や他部局の関係施策等の整理について
(5)防災施策との連携

20
中高 低

災害リスク

※立地適正化計画の作成にあたっては、大規模な地震、津波、集中豪雨、土砂災害等の自然災害に備え、災害に強く安全

なまちとなるよう、ソフト、ハードの防災対策とあわせて検討・記載することが望ましい。仮に、居住誘導区域に災

害の発生のおそれのある区域を含める場合には、当該区域の災害リスクを記載するとともに警戒避難体制の整備等の

防災対策を検討・記載することが考えられる。

施設の整備

４．復興デザインの考え方

これからの「都市」～立地適正化～

国土交通省　立地適正化計画作成の手引き（その1）より
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記号の色と意味

想定火口位置

想定火口
からの距離

溶岩流が流れる
予想範囲

降灰(火山灰)
の厚さ

火砕流本体部

火砕サージ
(本体周囲の熱風部)

火山灰が積もった後の雨
によって

土石流が流れる
予想範囲

噴　石
風の影響を受けない大きな噴
石（概ね50cm以上）が飛ん
でくる危険性のある範囲です。

火山灰が積もった後、2年に1回発
生する程度の強い雨が降った
場合に発生する土石流が流れる予想
範囲です。
川沿いの低い場所を流れます。
土石流は、火山噴火が終わってからも
数年間発生しやすい状態が続くこと
があります。

実際の雨の強さや上流部の
降灰状況などによっては、こ
のマップに示した範囲以外

の場所でも土石流が流れることがあ
ります。

降灰が原因で土石流の危険性が高ま
った場合、国土交通省が土砂災害防止
法に基づく緊急調査を実施し、その結
果はホームページ等で公表されます
ので、火山噴火が発生した場合は、最
新の情報を確認してください。

2km

1.5km

1km

0.5km

30cm

20cm

10cm

鶴見岳が噴火した場合

鶴見岳

降灰 30cm

降灰 20cm

降灰 10cm

降灰の予想範囲（広域図）



４．復興デザインの考え方

日本経済新聞 2018.9.2（朝刊）HPより

現行の制度や施策は，防
災・減災のみならず，「有
事」や「リスク」に対応
できているものとはなっ
ていない

平時＋復旧・復興 
 

「復興デザイン」

「リスク」とのバランス

＝

▶防災・減災は「多重防御」（複合災害を想定） 

▶ソフトもハードも「弾力性」（強靱化？） 

▶情報共有・活用も「多様化」「多重化」  

▶関わり，コミュニケーションの「コミュニティ力」  

▶「自律分散」← 都市計画・まちづくりの観点から 

▶「臨機応変力」「創造力」「想像力」 

5．最後に

当事者意識・我が事意識

大分大学減災・復興デザイン教育研究センター　 

センター長　小林 祐司

減災と地域をデザインする

www.cerd.oita-u.ac.jp


